
 

『臨床作業療法 NOVA』第 21巻（2024年）のご案内 

（特集タイトルは，都合により変更があることをご了承ください） 

Platinum TEXT Library !! 

 ◇期間テキスト・シリーズ ２０２４年度版 臨床疑問をひも解く作業療法 Library !! 

１号＝１テーマ、毎号が保存版 

1号 「認知症の人と家族支援のための作業療法技術」 春号（21巻 3月号） 

   作業療法士は専門知識以外に、福祉制度や職種の仕事内容など広い知識を備えなければならない。

家族には長い歴史があり、家族間の関係性や特殊性を理解した上で支援に臨む必要がある。そのた

めに、作業療法の専門知識の確認をはじめ、家族介護の現状、先駆的な作業療法士や多職種の実践

が伝わるよう企画をした。「支援力」を磨くために必要な事柄について認知症を軸に支援に活かせる

ように解説する。 

編集：谷川良博（広島都市学園大学健康科学部） 

2号 「はじめてのがん患者の作業療法」 夏号（21巻 6月号） 

   がんは、一生のうち 2 人に 1 人が罹患するといわれていて、他の疾患を有している人が合併罹患

することもまれではない。臨床でも頻繁に出会うので、一般の作業療法士も基本となる知識をもっ

ていることが望まれる。そこで施策の現状やライフステージ別の作業療法、各病気の作業療法、在

宅や種別ごとの作業療法について学び、実践の要点について解説する。また、作業療法士らしい評

価とアプローチを行うための臨床上の工夫点や、押さえておくべきリスク管理についても言及する。 

編集：田尻寿子（静岡県立静岡がんセンター） 

3号 「今日からの〔訪問作業療法〕手習い帖」 秋号（21巻 9月号） 

   病院や施設の作業療法と訪問作業療法では、目標や目的が同じであってもアプローチ方法や重点

とする課題、支援における注意点などが異なることある。その異なることこそが訪問作業療法のや

りがいのひとつでもあるが、自身の作業療法が正しいのかどうかという不安を抱えながらの実践も

少なくない。本書では、訪問作業療法の学習や実践に役立つ考え方や、具体的な手段を示しながら

解説する。 

編集：宇田 薫（おもと会），寺本 千秋（紀州リハビリケア訪問看護ステーション） 

4号 「精神科作業療法と臨床推論」 冬号（21巻 12月号） 

   多くの作業療法士は優秀な先輩作業療法士の評価を目の当たりにして、「なぜ、そんことがわかる

の？」と感心したことがあるだろう。情報の関連性を瞬時に紐解き、その内容に基づき治療計画を

立案する。若手とベテランの大差の一つは評価能力であり、情報に解釈を加えるプロセスの速度お

よび精度にある。精神科における良質な情報収集と情報解釈の方法だけではなく、限られた情報か

ら信頼性の高い推論を導き出す方法も解説する。 

編集：早坂友成（杏林大学保健学部） 

 

 



『臨床作業療法 NOVA』 発行概要   全シリーズ・電子版あり！  

   

◎判型 B5、規模 130～160ページ、 1部定価 2,970円（本体 2,700＋税 10%） 

年間購読料 定価 11,880円（本体 10,800円）、 

◎発行 春号（3月）、夏号（6月）、秋号（9月）、冬号（12月）  

(各号 15日発行、年 4回) 

 

 

シリーズ案内（保存版バックナンバー） 

 

 【20 巻】 各タイトル （保存版バックナンバー）   

 

１．認知症の人の生活と作業療法   ◆谷川良博 

２．脳卒中を生きる勇者たちと作業療法   ◆澤 俊二 

３．難治性精神疾患と作業療法  ◆早坂友成 

４．MTDLPに基づく作業療法参加型臨床実習実践方法）  ◆小林幸治 

 

 【19 巻】 各タイトル （保存版バックナンバー）   

 

１．記憶障害と作業療法 エッセンシャル・ガイド  ◆鈴木孝治 

２．摂食嚥下障害の作業療法 評価ガイド  ◆神作一実・塚田 徹 

３．作業療法と臨床判断  ◆仲齋藤佑樹・丸山 祥・藤本一博 

４．作業療法のエビデンス（EBO）  ◆竹林 崇 

 

【18 巻】 各タイトル （保存版バックナンバー）   

 

１．「当事者」と作業療法  ◆田島明子 

２．摂食嚥下障害の作業療法―基本と臨床へのアプローチ  ◆百田貴洋 

３．学校作業療法 実践ガイド  ◆仲間知穂・友利幸之介 

４．認知症の作業療法 観察ガイド  ◆谷川良博 

 

【17 巻】 各タイトル （保存版バックナンバー） 

 

１．作業療法マネジメント  ◆太田睦美・土井勝幸 

２．作業療法と目標設定  ◆齋藤佑樹 

３．イラストでわかる 生活動作と読み書き支援  ◆鴨下賢一 

４．作業のもつ力を活かす作業療法  ◆小林幸治 

 

 


